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本会議は51名、委員会は

12名まで傍聴できます。
予約の必要はありませんので、

どうぞお気軽にお越しください。

日 月 火 水 木 金 土
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提案理由説明
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質疑･委員会付託

総務文教常任
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環境厚生常任
委員会

建設経済常任
委員会
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本会議
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本会議
一般質問
（予備日）

16 17 18 19 20 21 22

本会議
報告・質疑
討論・採決

議会を傍聴してみませんか!!
12月定例議会の日程（予定）
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平成29年度各会計の決算を認定しました

太宰府市の
お金の使い方をチェック
Ｑ　公用車を購入方式ではなく、多くの自治体がやっているリース方式にしては？

Ａ　リースと購入の場合の比較検討を行い、購入した方が経済的と判断しています。

Ｑ　購入した国士館大学建物・土地の、今後の活用策について？

Ａ　現在、上下水道センターと公文書館等で利用していますが、もっと収益を生む活

用ができないか検討中です。

Ｑ　ふるさと納税の返礼品目の状況について？

Ａ　返礼品の市内業者が29業者、返礼品目が約150品目です。

Ｑ　地域運営支援補助金（6,000万円）の自治会への配分について？

Ａ　全体の８割を44自治会へ、残りの２割を６自治協議会へ配分しています。

Ｑ　歴史と文化の環境税（駐車場税）に関して、件数は減っているのに税収額が増えていることについて？

Ａ　総駐車台数は減少ですが、税額が高い大型バスの台数が増えたことから、全体の税収額が増加しました。

Ｑ　老人福祉センターの再編・廃止の検討について？

Ａ　公共施設等総合管理計画で公共施設全体の課題を検討したところ、学校・教育

施設の老朽化対策を優先的に進める方向で考えています。

Ｑ　敬老会への対象者参加率について？

Ａ　平均30パーセントの参加率です。

Ｑ　古紙等集団回収量が減少していることについて？

Ａ　新聞販売店による回収が進んでいることと、紙メディアの

　　流通が減っていることが影響していると分析しています。

Ｑ　太宰府館では、様々な管理種目ごとに委託契約を結んでいるが、指定管理も視野に効率的な管理はでき

ないのか？

Ａ　市の直営管理を指定管理方式に変更することについては、関係部課長で協議を

行いました。今後、市長の意向も確認しながら改善していきます。

Ｑ　太宰府館の利用活性化策について？

Ａ　まほろばホールを利用した訪日外国人観光客向けのイベント事業等、関係課で

協議を行っています。

Ｑ　小・中学校の空調設備に関して、特別教室への設置が50％程度の状況について？

Ａ　普通教室は100％設置済みです。特別教室の全教室整備については、交付金等に

関する国の動向を注視しながら、再検討が必要ではないかと考えます。

Ｑ　史跡水辺公園・総合体育館の収益について？

Ａ　指定管理料の5％を上回る利益が生じた場合は、その50％を市に戻す契約になっ

ています。プールと体育館ともに5％を超える利益がなかったため、市への利益還元

はありませんでした。

　平成 29 年度決算特別委員会が、8 月 29 日・9 月 14 日・18 日に開催され、一般会計、４特別会計、

２公営企業会計について審査を行い、9 月 21 日の本会議において認定・可決されました。

決算審査
 特別委員会

会　計　別 予　算　額
歳　　入 歳　　出 差引残額

決算額 ① 執行率 決算額 ② 執行率 ①－②

一般会計 25,552,714,494 24,075,637,155 94.2% 23,455,296,872 91.8% 620,340,283 

特
別
会
計

国民健康保険事業 9,269,017,000 8,171,188,249 88.2% 8,343,509,424 90.0% ▲ 172,321,175

後期高齢者医療 1,171,343,000 1,209,488,301 103.3% 1,154,751,615 98.6% 54,736,686 

介護保険事業 4,989,518,240 4,928,184,802 98.8% 4,810,105,166 96.4% 118,079,636 

住宅新築資金等

貸付事業
16,666,000 17,473,266 104.8% 16,555,664 99.3% 917,602 

合　　計 40,999,258,734 38,401,971,773 93.7% 37,780,218,741 92.2% 621,753,032 

会
計

科　　目 予算額 決算額 執行率

水
道
事
業

収益的収入 1,442,169,000 1,451,416,802 100.6%

収益的支出 1,224,265,000 1,185,416,191 96.8%

収益的収支 266,000,611 注①

資本的収入 21,210,000 19,871,480 93.7%

資本的支出 639,318,000 567,494,221 88.8%

資本的収支 ▲ 547,622,741 注②

下
水
道
事
業

収益的収入 1,874,251,000 1,874,682,461 100.0%

収益的支出 1,481,441,000 1,442,119,805 97.3%

収益的収支 432,562,656 注③

資本的収入 424,085,000 386,043,650 91.0%

資本的支出 1,325,507,000 1,242,966,818 89.1%

資本的収支 ▲ 856,923,168 注④

区　　分 H28 年度末 H29 年度末 増減額

市　　債 24,491,090 24,179,611 ▲ 311,479

基　　金 4,497,027 4,953,692 456,665 

平成 29 年度　太宰府市歳入・歳出決算

平成 29 年度　公営企業会計歳入・歳出決算

平成 29 年度　市債・基金残高

単位：円

単位：円

単位：千円

注①

純利益は、242,697,345 円（税抜き額）

注②

不足額は、過年度分損益勘定留保資金等で

補てんしました。

注③

純利益は、422,306,197 円（税抜き額）

注④

不足額は、過年度分損益勘定留保資金等で

補てんしました。

市債 基金

※ 国民健康保険事業の赤字額 172,321,175円は、翌年度予算より繰上充用を行っている。

老人福祉センター

太宰府館
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専　決

◆平成 30 年度太宰府市一般会計補正予算（専決第 1 号）

　7月豪雨災害に伴う災害復旧関連予算を 7月 6日付で専決処分したものです。

　なお、9月 21日可決された一般会計補正予算 ( 第 5号 ) とあわせると、災害復旧にかかる

補正額は 3億 7,272 万円となります。

条例改正

◆太宰府市立共同利用施設条例の一部を改正する条例 

　大佐野共同利用施設が大佐野台共同利用施設と名称変更されることに伴う改正です。

◆太宰府市いきいき情報センター条例の一部を改正する条例

　いきいき情報センターの駐車場利用開始時間を休日も平日と同じ 8時 15分とするものです。

◆太宰府市介護保険条例の一部を改正する条例

　介護保険運営協議会と地域包括支援センター運営協議会を統合するものです。

補正予算

◆平成 30 年度一般会計補正予算 ( 第 4 号 ) 

　歳入歳出それぞれ 7億 1,513 万 1千円を追加し、予算総額を 249 億 1,817 万 9千円とする

ものです。また、決算を踏まえて基金の積み増しを行っています。

歳　出　の　主　な　も　の

費　目 予算額 主な内容

衛生費 769 万 9千円 環境衛生費 750 万円…連歌屋の市有納骨堂ブロック塀補修…

農林水産業費 2,754 万 9千円 農業用施設整備費 1,066 万 5 千円…ため池の補修

教育費 8,276 万 3千円 学校教育運営費 822 万円…小中学校に電子黒板設置

施設整備費 1,683 万 8 千円…小中学校施設整備構想案業務委託など

原因者負担分文化財調査費 5,668 万 6 千円…発掘委託料

◆平成 30 年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算 ( 第 2 号 )  

　国保事業の広域化に伴うシステム改修に要する費用など 1,107 万 3千円を追加し、総額 72億

6,303 万 8千円とするものです。

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

決　議

◆橋本議長に対する議長辞職勧告決議

　市長選挙直後の「不適切」発言以降の橋本健議長の一連の言動から議長に辞職を求めるもの。

◆平成 30 年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算 ( 第 1 号 )  

　国庫、県費支出金及び支払基金交付金の返還及び追加交付と、上記条例改正に伴う委員報酬等

1億 803 万円を追加し、総額 51億 1,830 万 4千円とするものです。

◆平成 30 年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算 ( 第 1 号 )  

　決算により確定した剰余金 91万 7千円を追加し、総額 145 万 1千円とするものです。

定例議会リポート9月
　平成 30 年第三回定例会を 8 月 29 日から 9 月 21 日まで 24 日間の会期で開催し、専決処分の承認 1 件、

条例の一部改正 3 件、補正予算 5 件、決算認定 7 件、報告 6 件、決議 1 件の審議を行いました。主な審

議内容をお伝えします。

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

件
数

議案番号 案件名

議
決
結
果

公明党 宰光 市民ネット 新政会 共産党 無会派

小
畠
真
由
美

堺
　
　
　
剛

宮
原
　
伸
一

原
田
久
美
子

陶
山
　
良
尚

入
江
　
　
寿

舩
越
　
隆
之

栁
原
荘
一
郎

徳
永
　
洋
介

村
山
　
弘
行

長
谷
川
公
成

上
　
　
　
疆

木
村
　
彰
人

神
武
　
　
綾

藤
井
　
雅
之

門
田
　
直
樹

笠
利
　
　
毅

1 認定第１号
平成２９年度太宰府市一般会計歳入歳出
決算認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

2 認定第２号
平成２９年度太宰府市国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

3 決議第１号 橋本議長に対する議長辞職勧告決議 否決 × × × × × × × × × × × ○ × × ○ ○

※橋本健議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※決議第 1号について、陶山議員は議長の職務を行ったため表決権を有しません。また、橋本議長は地方自治法第 117 条により議事に参与

していません。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。

公明党：公明党太宰府市議団　　　　新政会：太宰府新政会　　　　市民ネット：太宰府市民ネット　　　

共産党：日本共産党太宰府市議団　　無会派：会派に所属していない議員

案
件

議案番号 案　件　名 議決結果

1 議案第６１号 専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度太宰府市一般会計補正予算（専決第１号）） 承認

2 議案第６２号 太宰府市立共同利用施設条例の一部を改正する条例について 原案可決

3 議案第６３号 太宰府市いきいき情報センター条例の一部を改正する条例について 原案可決

4 議案第６４号 太宰府市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

5 議案第６５号 平成３０年度太宰府市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決

6 議案第６６号 平成３０年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

7 議案第６７号 平成３０年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

8 議案第６８号 平成３０年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

9 議案第６９号 平成３０年度太宰府市一般会計補正予算（第５号）について 原案可決

10 認定第３号 平成２９年度太宰府市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

11 認定第４号 平成２９年度太宰府市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

12 認定第５号 平成２９年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

13 認定第６号 平成２９年度太宰府市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 原案可決及び認定

14 認定第７号 平成２９年度太宰府市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 原案可決及び認定

15 報告第４号 平成２９年度太宰府市健全化判断比率の報告について ―

16 報告第５号 平成２９年度太宰府市水道事業会計資金不足比率の報告について ―

17 報告第６号 平成２９年度太宰府市下水道事業会計資金不足比率の報告について ―

18 報告第７号 太宰府市土地開発公社の経営状況報告について ―

19 報告第８号 公益財団法人太宰府市国際交流協会の経営状況報告について ―

20 報告第９号 公益財団法人太宰府市文化スポーツ振興財団の経営状況報告について ―

全会一致で可決した議案

賛否の分かれた議案

９
月
定
例
議
会
レ
ポ
ー
ト

議
決
結
果
一
覧
表

承　認

基金積み立て 金　額

公共施設整備基金 2億円

財政調整基金 3億円

地域福祉基金 5,000 万円

原案可決

原案可決

否　決

原案可決

補  正
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問

Q
　
　

太
宰
府
市
職

員
人
材
育
成
基
本

方
針
の
平
成
17
年
度
改
定
に

あ
た
り
、
職
に
応
じ
た
業
務

の
処
理
能
力
が
不
足
し
て
い

る
と
の
分
析
が
示
さ
れ
て
い

る
。
平
成
26
年
度
の
地
方
公

務
員
法
改
正
に
は
、
職
員
の

任
用
、
人
事
評
価
な
ど
は
、

能
力
の
実
証
に
基
づ
き
行
わ

れ
る
と
あ
り
、
今
後
、
中
間

管
理
職
を
中
心
に
人
事
評
価

の
結
果
を
適
切
に
処
遇
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
人
材
育
成

基
本
方
針
の
中
に
明
記
す
べ

き
と
考
え
る
。
ま
た
、
職
員

の
意
欲
や
能
力
を
引
き
出
す

評
価
、
人
事
配
置
な
ど
納
得

性
の
高
い
人
事
シ
ス
テ
ム
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

A
　

市
長　

職
員
の
改

善
力
、
企
画
力
、

調
査
力
、
交
渉
力
、
政
策
経

営
力
な
ど
、
必
要
と
さ
れ
る

能
力
を
育
て
る
た
め
に
、
明

確
な
目
標
を
も
っ
て
人
材
育

成
に
あ
た
る
こ
と
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

職
員
の
新
規
採
用
説
明
会
を

初
め
と
す
る
取
り
組
み
も
試

行
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
人
材
育
成
基

本
方
針
策
定
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
若
手
職
員
対
象
の
意

識
調
査
も
実
施
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
検
討
結
果
を
受
け

て
私
の
思
い
も
織
り
込
ん
だ

人
材
育
成
の
方
針
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

個人質問は質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について質問と回答の内容を要約掲載しています。 個人質問は質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について質問と回答の内容を要約掲載しています。

◇徹底した行政改革について

全質問項目

◇災害時の行政の対応とこれから

の対策について

◇地域の防災力を高める、自主
防災の取り組みについて

◇現在進行中の「まち・ひと・
しごと創生　太宰府市総合戦
略」について

全質問項目

全質問項目

◇学童保育について

◇文化行政について

◇災害対策について

全質問項目

問

徹
底
し
た
行
政
改
革
を

小お

畠
ば

た　

真ま

由ゆ

美み　

議
員

問

７
月
豪
雨
の
経
験
を

今
後
に
活
か
す
に
は

木き

村
む

ら　

彰
あ

き

人と　

議
員

問

災
害
時
の
適
切
な
行
政
対
応
を

長は

谷せ

川
が

わ　

公
こ

う

成
せ

い　

議
員

問

学
童
保
育
の
量
と
質
、

双
方
の
拡
充
を

神
こ

う

　

た

け武　

綾
あ

や　

議
員

Q
　
　

7
月
の
豪
雨

時
、
太
宰
府
市
で

は
20
の
自
治
会
に
避
難
指
示

（
緊
急
）
、
他
の
24
自
治
会
に

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。
災
害
時
に
は
、
行
政
に

よ
る
公
助
、
自
治
会
等
に
よ

る
共
助
、
住
民
自
ら
の
自
助

が
相
乗
的
に
補
い
合
い
、
自

主
防
災
力
が
高
め
ら
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
こ
で

①
今
回
の
豪
雨
時
の
三
者
の

ふ
る
ま
い
の
検
証
結
果

②
今
後
に
活
か
さ
れ
る
べ
き

教
訓
に
つ
い
て

　

市
の
認
識
を
伺
う
。

A
　

部
長　

①
三
役
、

部
長
職
に
よ
る
検

証
会
議
を
持
ち
、
㋐
避
難
情

報
の
発
令
タ
イ
ミ
ン
グ
㋑
日

常
的
な
自
治
会
等
と
の
情
報

共
有
㋒
避
難
情
報
が
市
民
に

確
実
に
伝
達
さ
れ
た
か
、
正

確
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
た

か
、
等
の
課
題
が
あ
る
と
み

て
い
ま
す
。

②
平
常
時
か
ら
災
害
に
備
え

て
お
く
こ
と
、
早
め
に
避
難

の
決
断
が
で
き
る
よ
う
意
識

付
け
を
三
者
共
有
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
具
体
的
に
は
、

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
、
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
の
方
は
避
難
さ
れ
て

い
た
の
か
、
避
難
所
の
運
営

は
適
切
だ
っ
た
か
、
職
員
が

防
災
士
資
格
を
取
る
な
ど
し

て
専
門
性
を
高
め
て
い
く
こ

と
な
ど
を
、
今
後
の
検
討
・

検
証
の
課
題
と
し
て
い
き
ま

す
。

Q
　
　

学
童
保
育
に

つ
い
て
2
点
伺

う
。

①
こ
の
夏
休
み
、
学
童
保
育

を
利
用
で
き
な
か
っ
た
子
ど

も
が
い
る
。
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
利
用
者
は
平
成
22
年

は
５
２
８
人
。
こ
の
夏
の
申

し
込
み
は
１
１
６
１
人
に
上

る
。
急
激
な
ニ
ー
ズ
増
に
対

し
、
逼
迫
す
る
施
設
・
指
導

員
体
制
を
今
後
ど
う
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

②
福
祉
施
設
で
あ
る
以
上
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
、
家
庭

環
境
の
差
異
な
ど
に
も
配
慮

し
つ
つ
良
質
な
保
育
を
提
供

す
る
必
要
が
あ
る
。
指
導
員

研
修
の
体
制
と
内
容
を
伺

う
。

A
　

部
長　

①
6
月
15

日
の
期
限
前
に
申

し
込
ま
れ
た
１
１
６
１
人
は

定
員
を
超
え
て
受
け
入
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
も
申
し
込

み
が
あ
り
、
6
人
が
入
所
保

留
と
な
り
ま
し
た
。
利
用
希

望
は
増
え
つ
づ
け
て
お
り
、

現
状
す
で
に
目
い
っ
ぱ
い
の

状
況
で
す
。
平
成
31
年
度
改

訂
予
定
の
子
ど
も
・
子
育
て

事
業
計
画
で
、
定
員
お
よ
び

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
検
討
し

ま
す
。
ま
た
放
課
後
の
過
ご

し
方
に
つ
い
て
関
係
各
課
が

連
携
し
協
議
を
進
め
ま
す
。

②
指
定
管
理
者
の
内
部
・
外

部
研
修
、
県
青
少
年
育
成
課

の
研
修
会
、
主
任
指
導
員
相

互
の
情
報
交
換
等
で
、
指
導

員
の
知
識
と
技
能
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

Q
　
　

本
市
に
お
い

て

は
、

こ

こ

数

年
、
台
風
の
直
撃
が
な
い
た

め
、
大
災
害
に
至
っ
て
い
な

い
が
、
過
去
の
経
験
を
生
か

し
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
べ
く
常
に
緊
張
感
を
持
っ

て
協
議
等
を
行
い
避
難
所
の

開
設
や
防
災
無
線
等
、
適
切

な
対
応
や
指
示
が
な
さ
れ
る

よ
う
な
準
備
が
必
要
と
考
え

る
。
今
年
、
7
月
6
日
、
7

日
の
豪
雨
の
際
、
民
地
か
ら

公
道
に
土
砂
等
が
流
失
し
た

箇
所
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

行
政
対
応
に
つ
い
て
2
点
伺

う
。

①
民
有
地
か
ら
公
有
地
へ
流

入
し
た
場
合

②
民
有
地
か
ら
民
有
地
へ
流

入
し
た
場
合

A
　

部
長　

①
民
有
地

が
災
害
を
受
け
た

場
合
は
、
災
害
後
の
処
理
、

対
策
を
所
有
者
が
土
地
の
管

理
行
為
と
し
て
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
民
有
地
か
ら

道
路
や
河
川
な
ど
公
共
施
設

へ
土
砂
が
流
入
し
た
場
合
等

に
つ
い
て
は
、
道
路
の
通
行

確
保
や
危
険
除
去
の
た
め
、

市
で
土
砂
の
撤
去
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

②
民
有
地
か
ら
民
有
地
へ
の

土
砂
流
出
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
に
対
応
し
て
頂
く
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、

空
き
家
等
で
連
絡
が
取
れ
な

い
場
合
、
2
次
的
な
被
害
の

恐
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
時

に
は
、
市
で
対
応
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

職員の人材育成公助・共助・自助
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問

Q
　
　

太
宰
府
市
で

は
、
市
も
関
与
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
一
緒
に

各
種
実
行
委
員
会
と
い
っ
た

形
で
口
座
管
理
に
か
か
わ
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
市
役

所
職
員
が
通
帳
と
印
鑑
を
一

緒
に
管
理
し
て
い
る
実
態
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
全
国

で
、
公
金
を
管
理
し
て
い
る

口
座
か
ら
現
金
を
着
服
す
る

と
い
っ
た
出
来
事
は
枚
挙
に

い
と
ま
な
く
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
職
場
で
市
職
員
が
通
帳

と
印
鑑
を
一
緒
に
管
理
し
て

い
る
実
態
が
あ
る
の
な
ら

ば
、
事
故
防
止
の
観
点
か
ら

も
早
急
に
改
善
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
見
解
を
伺

う
。

A
　

市
長　

市
関
連
の

各
種
団
体
の
口
座

管
理
の
実
態
で
す
が
、
幸
い

に
し
て
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
近
年
は
、
職
員
の
不
祥

事
等
不
適
切
な
事
案
は
発
生

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

部
長　

各
所
管
に
お
き
ま
し

て
、
通
帳
や
印
鑑
は
鍵
の
か

か
る
金
庫
や
什
器
で
保
管
を

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

を
別
の
職
員
が
管
理
を
し
、

ま
た
、
通
帳
か
ら
の
出
入
金

の
際
に
は
複
数
の
職
員
で
行

う
な
ど
、
適
正
な
管
理
に
努

め
て
い
ま
す
。
常
日
頃
か
ら

公
務
員
と
し
て
公
私
の
区
別

を
し
っ
か
り
と
つ
け
、
今

後
と
も
市
民
の
皆
様
に
疑
念

を
抱
か
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
職
員
を
し
っ
か
り
と
指

揮
監
督
し
て
い
き
ま
す
。

Q
　
　

本
市
の
地
域

防
災
計
画
は
、
予

防
計
画
、
風
水
害
応
急
対
策

計
画
、
震
災
応
急
対
策
計
画
、

大
規
模
事
故
等
応
急
対
策
計

画
、
復
旧
・
復
興
計
画
で
構

成
さ
れ
、
い
ず
れ
の
災
害
に

も
対
応
す
る
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
災
害
か
ら
い
ち

早
く
避
難
す
る
こ
と
、
い
わ

ゆ
る
逃
げ
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
そ
こ
で
、
防
災
無
線

の
活
用
に
つ
い
て
。
無
線

の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
と

の
声
を
聞
く
。
本
市
の
対
策

強
化
の
た
め
、
無
線
内
容
が

容
易
に
確
認
で
き
る
方
法
と

し
て
、
行
政
無
線
確
認
の
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
設
置
に
つ

い
て
伺
う
。

A
　

市
長　

防
災
行
政

無
線
の
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

条
件
に
よ
り
き
き
と
り
に
く

い
防
災
無
線
の
内
容
の
問
い

合
わ
せ
対
応
の
効
率
化
が
図

れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

ず
は
、
先
に
導
入
し
て
い
ま

す
奈
良
市
な
ど
を
参
考
に
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の

調
査
研
究
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

部
長　

防
災
行
政
無
線
の
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
に
対
す
る
職
員
の
対
応

の
省
力
化
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
無
線
の
利
用
状
況
や

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
と
の
接
続

の
問
題
な
ど
の
調
査
研
究
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
　

市
長
は
公
約

の
中
で
、
１
期
目

に
方
向
性
を
打
ち
出
し
給
食

問
題
を
終
わ
ら
せ
る
と
断
言

さ
れ
た
。
筑
紫
地
区
で
完
全

給
食
を
実
施
す
る
自
治
体
が

少
な
い
中
、
他
市
に
差
を
つ

け
働
く
世
代
の
人
口
流
入
を

増
や
す
た
め
、
義
務
教
育
期

間
の
9
年
間
、
働
く
世
代
の

生
活
リ
ズ
ム
を
変
え
ず
に
保

護
者
と
子
ど
も
が
一
緒
に
朝

食
を
と
る
な
ど
の
食
習
慣
形

成
の
た
め
、
ま
た
小
中
学
校

間
の
給
食
に
か
か
わ
る
予
算

の
格
差
是
正
の
た
め
に
も
中

学
校
に
予
算
を
か
け
完
全
給

食
を
早
急
に
実
施
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
見
解
を
伺

う
。

A
　

市
長　

働
く
世
代

の
人
口
増
や
保
護

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も

出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
方

向
性
を
示
し
よ
り
良
い
給
食

を
実
現
す
る
た
め
給
食
調

査
・
研
究
委
員
会
に
て
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
研
究
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

教
育
長　

給
食
に
係
わ
る
予

算
を
見
ま
す
と
差
が
あ
り
ま

す
が
、
平
成
30
年
度
を
例
に

と
り
ま
す
と
教
育
施
設
整
備

な
ど
の
要
因
に
よ
り
1
校
当

た
り
の
平
均
予
算
額
は
中
学

校
費
の
方
が
大
き
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
中
学
校
給
食
に

つ
き
ま
し
て
は
予
算
均
等
化

の
視
点
だ
け
で
な
く
総
合
的

見
地
か
ら
調
査
研
究
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
　

包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
運
営
及

び
組
織
体
制
に
つ
い
て
2
点

伺
う
。

①
現
在
、
市
内
１
カ
所
の
支

援
セ
ン
タ
ー
を
、
増
設
し
て

２
カ
所
と
す
る
予
定
だ
が
こ

れ
で
十
分
な
対
応
が
取
れ
る

の
か
、
他
市
の
状
況
を
踏
ま

え
て
伺
う
。

②
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
11

名
い
る
が
嘱
託
職
員
で
あ

り
、
市
と
の
契
約
期
間
は
1

年
。
更
新
し
て
も
最
長
5
年
。

し
か
し
長
期
間
の
相
談
が
必

要
と
な
る
場
合
も
あ
り
、
担

当
者
が
途
中
で
変
わ
り
相
談

者
が
不
安
に
な
っ
た
り
信
頼

で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
　

部
長　

①
更
な
る

高
齢
者
数
の
増
加

を
見
据
え
来
年
度
を
目
途
に

支
援
セ
ン
タ
ー
を
１
カ
所
増

設
し
て
市
の
西
側
を
担
当
圏

域
と
し
、
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
近
隣

市
で
は
筑
紫
野
市
4
カ
所
、

春
日
市
2
カ
所
、
大
野
城
市

5
カ
所
、
那
珂
川
町
2
カ
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
数

は
十
分
と
は
言
え
ず
信
頼
関

係
に
基
づ
く
長
期
的
支
援
に

も
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
担

当
者
変
更
時
の
引
き
継
ぎ
、

新
旧
担
当
者
に
よ
る
自
宅
訪

問
、
新
規
採
用
者
へ
の
支
援

な
ど
、
常
に
利
用
者
側
に

立
っ
た
対
応
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

個人質問は質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について質問と回答の内容を要約掲載しています。 個人質問は質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について質問と回答の内容を要約掲載しています。

◇包括支援センターの運営及び組織体制

について

◇広域型介護老人福祉施設の整備にかか

る設置主体の県協議書提出について

全質問項目

◇完全給食について

◇障がい者が利用しやすい免除規定につ

いて

◇市境にある交差点の事故防止について

◇市が関与する各種団体の口座
管理の実態について

◇国民健康保険税及び事業につ
いて

全質問項目

全質問項目

◇本市の地域防災計画について

◇本市の財政運営と来年度の

　予算編成について

全質問項目

問

信
頼
さ
れ
る
地
域
包
括
支
援
を

村
む

ら

山
や

ま　

弘
ひ

ろ

行
ゆ

き　

議
員

問

市
関
連
団
体
の
口
座
管
理
の

実
態

藤
ふ

じ

井い　

雅
ま

さ

之
ゆ

き　

議
員

問

完
全
給
食
で
み
ん
な
が

同
じ
昼
食
を

原
は

ら

田だ　

久く

美み

子こ　

議
員

問

本
市
の
地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て

堺
さ
か
い　
　
　

剛
つ
よ
し　

議
員

地域包括支援センター

中学校完全給食！

0120 !
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問

Q
　
　

本

市

は

地

形

的
要
因
か
ら
丘

陵

地

の

団

地

住

宅

が

多

く
、
上
水
道
の
高
所
配
水

タ
ン
ク
に
よ
る
給
水
量
が
、

２
千
３
３
７
ｔ
、
配
水
戸
数

は
５
千
７
４
０
戸
に
上
る
。

そ
の
内
、
東
ヶ
丘
配
水
池
は

規
模
も
大
き
く
、
設
置
以
来

43
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
施
設
の
安
全
性
が
心

配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
丘
陵
団
地
に
設

置
さ
れ
て
い
る
上
水
道
の
高

所
配
水
タ
ン
ク
に
つ
い
て
2

点
伺
う
。

①
施
設
を
管
理
す
る
た
め
の

安
全
対
策
基
準
に
つ
い
て

②
東
ヶ
丘
配
水
池
の
耐
用
年

数
に
つ
い
て

A
　

部
長　

①
安
全
対

策
は
、
水
道
施
設

の
技
術
基
準
を
定
め
る
厚
生

労
働
省
令
及
び
水
道
施
設
耐

震
工
法
指
針
に
基
づ
い
て

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
6
カ

所
あ
る
高
所
配
水
池
の
内
、

４
カ
所
に
つ
い
て
は
耐
震
診

断
を
行
い
、
そ
の
内
１
カ
所

に
つ
い
て
耐
震
補
強
工
事
を

行
う
予
定
で
す
。
２
カ
所
に

つ
い
て
は
、
平
成
17
年
に
耐

震
構
造
で
更
新
し
て
い
ま

す
。

②
東
ヶ
丘
配
水
池
は
、
地
方

公
営
企
業
法
施
行
規
則
の
配

水
設
備
に
あ
た
り
、
耐
用
年

数
は
60
年
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
耐
用
年
数
に
は
達
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
設
置
以
来

す
で
に
43
年
を
経
過
し
て
お

り
、
今
後
も
毎
年
カ
メ
ラ
調

査
に
よ
り
施
設
内
部
の
状
況

確
認
を
行
い
、
適
切
な
施
設

管
理
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
　
　

観
光
政
策
の

推
進
に
つ
い
て
、

3
点
伺
う
。

①
内
外
に
向
け
た
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

②
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け

入
れ
対
応
に
お
け
る
福
岡
市

と
の
連
携
に
つ
い
て

③
太
宰
府
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
設
立
に
つ
い
て

A
　

部
長　

①
関
係
諸

機
関
と
連
携
し

て
、
平
成
29
年
度
は
国
内
外

で
14
件
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
本
年
度
は
香
港
を
含
む

12
件
の
活
動
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
土
交
通

省
、
福
岡
県
等
と
の
共
同
事

業
で
、
上
海
で
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
や
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。

②
福
岡
市
で
は
、
本
市
の
要

望
も
踏
ま
え
た
駐
車
場
の
事

前
予
約
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し

て
お
り
、
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ

る
来
訪
客
の
分
散
や
交
通
渋

滞
の
緩
和
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

③
本
市
に
お
い
て
は
、
福
岡

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

連
携
し
て
、
映
画
や
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
の
撮
影
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
独

自
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
十

分
な
人
的
、
物
的
、
金
銭
的

な
支
援
が
困
難
な
こ
と
か

ら
、
今
後
も
福
岡
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
連
携
を

深
め
る
こ
と
で
、
撮
影
な
ど

の
誘
致
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q
　
　

た
め
池
と
雨

水
路
の
整
備
に
つ

い
て
3
点
伺
う
。

①
決
壊
時
に
は
大
き
な
被
害

が
予
想
さ
れ
る
防
災
重
点
た

め
池
で
は
、
住
民
避
難
の
手

引
き
と
な
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
備
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る

進
捗
状
況
と
公
開
に
つ
い
て

②
農
水
省
が
都
道
府
県
へ
た

め
池
の
再
調
査
を
指
示
し
て

い
る
が
、
本
市
の
対
応
と
選

定
要
件
に
つ
い
て

③
住
宅
地
の
一
部
で
は
、
宅

地
の
下
を
雨
水
路
が
通
っ
て

お
り
、
導
水
管
の
劣
化
や
破

損
に
よ
る
陥
没
や
建
物
へ
の

影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
市

の
見
解
は
。

A
　

部
長　

①
現
時
点

で
は
1
カ
所
あ

り
、
防
災
所
管
部
署
で
の
検

討
、
地
元
と
の
協
議
を
進

め
、
今
年
度
中
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
公
開
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

②
28
カ
所
が
選
定
の
見
直
し

を
行
う
た
め
池
と
し
て
県
か

ら
通
知
が
来
て
い
ま
す
。
耐

震
診
断
を
29
年
度
に
1
カ

所
、
今
年
度
は
6
カ
所
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
7
月
の
西

日
本
豪
雨
を
受
け
、
8
月
末

ま
で
に
県
に
よ
る
全
て
の
た

め
池
の
点
検
を
実
施
し
ま
し

た
。
現
在
そ
の
結
果
が
順
次

通
知
さ
れ
て
お
り
、
早
急
な

対
策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

③
現
状
に
つ
い
て
は
認
識
し

て
い
ま
す
の
で
、
問
題
解
決

に
向
け
関
係
部
署
と
協
議
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

Q
　
　

「
学
問
の
神
様

に
ふ
さ
わ
し
い
教

育
、
子
育
て
」
に
つ
い
て
５

点
伺
う
。

①
教
師
の
働
き
方
改
革
に
対

す
る
本
市
の
取
り
組
み

②
部
活
動
指
導
に
対
す
る
具

体
的
な
取
り
組
み

③
い
じ
め
等
悩
み
を
抱
え
る

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
相
談

体
制

④
特
別
支
援
学
級
の
現
状
と

課
題

⑤
本
市
に
お
け
る
35
人
以
下

学
級
の
方
向
性

A
　

理
事　

①
タ
イ
ム

レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ

り
正
確
な
勤
務
実
態
を
把
握

し
、
校
務
運
営
の
効
率
化
や

休
暇
を
取
得
し
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

②
ノ
ー
部
活
動
デ
ー
の
設
定

を
手
始
め
に
、
外
部
指
導
者

な
ど
人
的
支
援
の
体
制
づ
く

り
も
進
め
る
予
定
で
す
。

③
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し

た
無
記
名
式
ア
ン
ケ
ー
ト
や

相
談
ポ
ス
ト
の
設
置
、
さ
ら

に
各
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
に
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

教
育
長　

④
現
在
、
小
学
校

29
学
級
、
中
学
校
8
学
級
あ

り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導
の

充
実
、
担
当
職
員
の
指
導
力

の
向
上
等
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。

⑤
学
級
の
少
人
数
化
は
、
き

め
細
か
な
教
育
を
実
現
す
る

上
で
大
変
有
効
で
す
が
、
市

単
独
で
の
実
施
は
困
難
で

す
。
様
々
な
機
会
を
捉
え
て

国
や
県
に
要
望
を
出
し
て
い

ま
す
。

個人質問は質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について質問と回答の内容を要約掲載しています。 個人質問は質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について質問と回答の内容を要約掲載しています。

◇基本教育の充実と先進教育へ

の挑戦について

◇史跡水辺公園・総合体育館の

運営について

全質問項目

◇ため池と雨水路の整備について

◇観光政策の推進について

全質問項目

全質問項目

◇上水道の高所配水施設タン

クについて

全質問項目

問

本
市
の
教
育
現
場
の

現
状
と
課
題
は

徳
と

く

永
な

が　

洋
よ

う

介
す

け　

議
員

問

観
光
政
策
を
推
進
せ
よ

陶す

山
や

ま　

良
よ

し

尚
ひ

さ　

議
員

問

た
め
池
の
保
全
対
策
は
万
全
か

門
か

ど

田た　

直
な

お

樹き　

議
員

問

上
水
道
高
所
配
水
タ
ン
ク
の

維
持
管
理
を
適
切
に

上
う

え　
　
　

疆
つ
と
む　

議
員
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◆第1部　午前10時から12時　（総務文教常任委員会）

　テーマ：「子どもと地域について」

◆第 2 部　午後１時から 3 時　（環境厚生常任委員会）

　テーマ：「地域包括支援センターについて」

◆第 3 部　午後 4 時から 6 時　（建設経済常任委員会）

　テーマ：「市内道路の安全対策について」

◆各部共通　「平成 29 年度決算報告説明」

今回は、常任委員会ごとに３部構成で開催いたします。

３部とも共通して「平成２９年度決算報告説明」を行い、その後、それぞれのテーマで意見交換を行います。

ご都合のいい時間帯、興味のあるテーマの部にお越しください。

問い合わせ：太宰府市議会事務局　☎ 092-921-2121（内線 621・622）
※託児をご希望の方は、11 月 8 日（木）までに上記へお申し込みください（人数制限があります）。

●総務文教常任委員会
地域、防犯・防災、小中学校、選挙、スポー

ツ、社会教育、文化財などを所管しています。

●環境厚生常任委員会
高齢者・児童・障がい者福祉、人権、税、国保、

介護保険、衛生などを所管しています。

●建設経済常任委員会
道路、公園、農林、観光、商工業、都市計画、

国際交流などを所管しています。

● 会場　とびうめアリーナ（太宰府市総合体育館）

● 内容　テーマ別に開催（3 部構成・常任委員会別）

平成30年11月18日（日）

太宰府市議会

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問

意
見
交
換
会
の
お
知
ら
せ

Q
　
　

7
月
豪
雨
で

は
、
避
難
指
示
な

い
し
避
難
勧
告
が
市
内
全
域

に
発
令
さ
れ
た
。
高
齢
者
、

乳
幼
児
、
障
が
い
者
も
早
期

に
、
確
実
に
避
難
で
き
る
よ

う
に
、
市
の
要
所
要
所
に
避

難
所
を
設
け
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
そ
こ
で
3
点
伺

う
。

①
自
主
避
難
の
受
け
入
れ
準

備
を
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
と

と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
は
始
め

て
い
た
の
か
。

②
早
め
に
避
難
し
よ
う
と

思
っ
た
人
は
、
ど
こ
に
避
難

す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
。

③
避
難
勧
告
が
出
た
時
点
で

は
全
て
の
人
の
避
難
を
想
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
市
の
責

任
で
開
い
た
避
難
所
は
い
く

つ
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

A
　

市
長　

今
回
は
自

治
会
の
ご
協
力
で

各
公
民
館
が
避
難
所
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
後
、
小
中
学

校
の
利
用
な
ど
様
々
な
可
能

性
を
考
え
る
と
と
も
に
、
早

期
の
避
難
の
重
要
性
を
訴

え
、
市
民
の
不
安
に
応
え
た

い
。

部
長　

①
7
月
5
日
15
時
34

分
に
大
雨
警
報
発
令
。
17
時

に
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
、
と

び
う
め
ア
リ
ー
ナ
を
自
主
避

難
場
所
と
し
て
開
設
し
ま
し

た
。

②
7
月
６
日
10
時
15
分
避
難

勧
告
、
17
時
20
分
避
難
指
示

を
発
令
。
18
時
に
は
他
地
区

に
避
難
勧
告
を
出
し
、
各
公

民
館
で
の
対
応
を
自
治
会
に

お
願
い
し
ま
し
た
。

③
25
カ
所
の
避
難
所
を
開
設

し
ま
し
た
。

個人質問は質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について質問と回答の内容を要約掲載しています。

◇商工業の振興について

全質問項目

◇豪雨時の避難行動について

◇夏休み、勉強にいそしむ子ども

たちについて

全質問項目

問

地
域
の
経
済
を
活
性
化
す
る

成
長
戦
略
と
は

栁
や

な

ぎ

は

ら原　

荘
そ

う

　

い

ち

　

ろ

う

一
郎　

議
員

問

避
難
し
た
い
人
を
受
け
入
れ
る

準
備
は

笠
か

さ

利り　
　

毅
つ
よ
し　

議
員

Q
　
　

地
域
商
工
業

の
振
興
と
観
光
産

業
な
ど
新
た
な
地
場
産
業
創

出
は
本
市
の
財
政
基
盤
の
強

化
に
も
つ
な
が
る
。
既
存
事

業
者
の
経
営
安
定
化
と
新
規

事
業
者
の
誘
致
は
そ
の
両
輪

で
、
地
域
経
済
状
況
の
動
向

に
即
し
た
行
政
支
援
は
必
要

不
可
欠
と
考
え
る
。
そ
こ
で

２
点
伺
う
。

①
商
工
業
振
興
の
取
り
組
み

と
、
商
工
会
と
の
さ
ら
な
る

連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て

②
新
た
な
特
産
品
な
ど
開
発

の
た
め
立
ち
上
げ
予
定
し
て

い
る
（
仮
称
）
太
宰
府
市
産

業
推
進
協
議
会
の
目
指
す
方

向
性
に
つ
い
て

A
　

部
長
　
①
市
内
の

中
小
企
業
者
に
対

し
、
よ
り
活
発
に
融
資
を
行

わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
中
小

企
業
事
業
資
金
融
資
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
事
業
に
は
補
助

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
古
民

家
再
生
に
よ
る
宿
泊
施
設
の

開
業
に
つ
い
て
も
、
民
間
事

業
者
の
投
資
、
既
存
の
補
助

事
業
を
活
用
し
て
支
援
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
太
宰
府
の
特
産
品
の
開
発

に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
立
福

岡
農
業
高
校
の
生
徒
さ
ん
に

よ
る
梅
を
利
用
し
た
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
、
北
谷
地
区
で
は

地
元
の
米
で
純
米
酒
を
造
っ

て
い
ま
す
。
特
産
品
の
開
発

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
地
産
地

消
に
つ
な
げ
、
本
市
が
潤
い

活
性
化
す
る
仕
組
み
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

みんなで避難！

第5回 意見交換会のお知らせ

門田

小畠

宮原

神武

藤井

長谷川

陶山

橋本

原田

木村

村山

徳永

笠利

入江

栁原

舩越

堺上
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総務文教常任委員会

平成30年7月20日（金）

・太宰府市民図書館

・太宰府市中央公民館（プラム・カルコア太宰府）

・太宰府市教育支援センター

・太宰府消防署（指令センター）

　近年頻発する短時間豪雨などの自然災害や市民生活

を脅かす犯罪など、くらしの安心・安全の観点から太

宰府消防署指令センターの高機能指令システムの運用状況と市民図書館における蔵書の無断持ち

去りの現状等を主に視察しました。

　また、坂本の教育支援センターでは、不登校児童・生徒の復帰を支援するつばさ学級の取り組

み状況について視察を行いました。

環境厚生常任委員会

平成30年8月17日（金）

・すずらん保育園（小規模保育事業所）

・水城青稜保育園

・筑紫医師会　在宅医療・介護連携支援センター

・介護老人福祉施設　ムネだざいふ

　今回は子育て支援と高齢者支援について、所管調査

を行いました。

　4月 1日時点の待機児童者数は 94人で、本市にとって大きな課題でもあります。保育士不足

等もあり、保育施設が足りない状況です。今後待機児童解消に向けた取り組みを、早急に図って

いく必要があります。

　また、今後高齢化が進む中で、「在宅医療と介護の連携」は重要な施策となっていきます。今

年度から筑紫地区 4市 1町が筑紫医師会と業務委託を行い、広域で在宅医療・介護連携推進事

業が始まりました。医師会より説明を受けましたが、今後どのような形で進んでいくのか注視す

るところです。

太宰府市議会事務局　〒 818-0198　福岡県太宰府市観世音寺一丁目 1 番 1 号　☎ 092（921）2121（代表）
ホームページアドレス   http://www.city.dazaifu.lg.jp

◇
編
集
後
記
◇

　

暑
か
っ
た
夏
も
よ
う
や
く
終
わ
り
、

過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、
７
月
６
・
７
日
の
大
雨
に
よ
る
水

災
害
。
ま
た
、
全
国
で
も
い
ろ
い
ろ

な
災
害
が
続
き
、
胸
が
痛
み
ま
す
。

１
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

昨
年
12
月
の
改
選
に
伴
い
、
広
報

特
別
委
員
会
も
新
た
に
再
ス
タ
ー
ト

し
て
か
ら
、
議
会
だ
よ
り
も
３
回
目

の
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
市
政
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
読
み
や
す
い
議
会

だ
よ
り
を
届
け
よ
う
と
話
し
合
い
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
一
読
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
も
、

市
民
の
皆
様
に
一
層
の
関
心
を
寄
せ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
つ
く
り

に
努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。（

寿
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会
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荘
一
郎

所
管
調
査
報
告

所管調査報告

太宰府市中央公民館（プラム・カルコア太宰府）

すずらん保育園

※平成 30年 10月 1日那珂川市市制施行


